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図書館だより
あなたの力が学校や地域で役立ちます！
いきいき県民カレッジ活用手帳を
活用しましょう
　県教育委員会・県立生涯学習推進センターでは、皆さん
がさまざまな機会に学んでこられた知識や技を学校・地域
で生かす取り組みを応援するために「いきいき県民カレッ
ジ活用手帳」を作成し、配布しています。
　この手帳は、学びの成果を生かす活動の記録はもちろ
ん、その活動に対してスタンプ
がたまると奨励証がいただける
など、ご自身のやりがいにもつ
ながる内容となっています。
　図書館や学校で、絵本などの
読み聞かせボランティアを行っ
た場合も対象となります。
　ぜひ、ご活用ください。

　最も利用が多いジャンル（分類）の本は、
何でしょうか。
　①小説・エッセイ　　②絵本
　③料理・手芸などの実用書

②絵本です。毎年、たくさんの貸し出しがあ
り、平成29年度には25万６千冊のうち８万３
千冊が絵本でした。
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図書館クイズ

潟上１日
プレーパークを開催！

　７月29日に潟上で行われた「潟上１日プレーパーク（潟上地区子ども会）」の
活動を紹介します。
　地域住民と新潟大学、市の関係者で地域課題を話し合う「潟上未来会議」
で、企画が持ち上がったことがきっかけに行った「自分の責任で自由に遊ぶ」を
モットーにした遊び場です。
　子どもの遊び場プロジェクトとして、常設の遊び場整備を目指しており、子ど
もたちはペットボトルロケットや竹馬、竹鉄砲、木登りなど、大人に見守られなが
ら自由に遊びました。特にボルタリングとペットボトルロケットが人気でした。
　子どもたちの遊びがどんどん変化し、創造力のすごさ、また、初めてやってで
きたときの喜びの様子や成長を感じ、きらきら目が輝く瞬間を間近で見ること
ができてうれしかったです。
　今回、下は４歳から上は70代の方々が集まりました。子どもたちの存在は、年
齢の垣根を越えて、一緒に何かをする、一つにすることができる存在なのだと
感じました。
　このような場所やコミュニティーがたくさん増え、子どもたちを取り巻く環境がよりよくなっていけばと思います。
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「君だけのシネマ」
　高田　由紀子　著

手作りのボルタリングを楽しむ子どもたち

　相川地区出身の児童文学作
家。
　８月25日に「言葉にならな
い思いをさがすために」をテー
マに講演会を行い、その際に
市長を表敬訪問され、寄贈して
いただきました。
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